
一般会計の歳入

町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービスを
行っています。税金がどのように活かされているのか。
令和 2年度予算案の概要をご報告します。 財務課 415

令和２年度 

厳
し
い
財
政
状
況

　
町
の
財
政
状
況
は
、
財
政
調
整
基

金
残
高
の
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
町
税
の
減
収
等
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
令
和
２
年
度
三

芳
町
一
般
会
計
予
算
案
を
作
成
し
議

会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予
算
が
決
定

す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ
て
い
く
事

業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　
町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
減

収
の
一
方
で
、「
福
祉・医
療・介
護
」

な
ど
の
社
会
保
障
経
費
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
等
の
将
来
負
担
増
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
将
来
負

担
を
見
据
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
あ
っ
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
、
既
存
事
業
や
新

規
事
業
等
を
充
分
に
精
査
し
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
１
２
５
億
９
５
０
０

万
円
、前
年
度
と
比
較
し
て
４
．７
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
の

主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
税
が
全
体

の
５
７
．
１
％
を
占
め
、
国
庫
支
出
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特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 3,558,473 千円 △ 6.30% 住民課保険年金 154

後期高齢者医療特別会計 539,042 千円 9.07% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 2,887,020 千円 11.15% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 840,918 千円 △ 1.21%

上下水道課水道業務
上下水道課下水道業務
☎ 049-274-1014

収益的支出 830,707 千円 △ 0.43%
資本的収入 104,700 千円 △ 33.54%
資本的支出 336,202 千円 △ 5.11%

下水道事業
会計

収益的収入 878,105 千円 △ 0.23％
収益的支出 743,158 千円 △ 1.73％
資本的収入 89,129 千円 19.65%
資本的支出 284,598 千円 0.37％

当初予算の推移
一般会計

予算三芳町の  

金
１
０
．
４
％
、
地
方
消
費
税
交
付

金
８
．
０
％
、県
支
出
金
６
．
２
％
、

繰
入
金
４
．
９
％
、
町
債
４
．
８
％

な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民

生
費
が
全
体
の
３
５
．２
％
を
占
め
、

つ
づ
い
て
総
務
費
１
５
．
５
％
、
教

育
費
１
２
．
６
％
、
公
債
費
１
２
．

５
％
、
衛
生
費
７
．
６
％
、
土
木
費

７
．
４
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
主
な
事
業
と
し
て
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
業
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
便
性
向
上
促
進
事

業
、学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
事
業
、

公
共
交
通
補
助
事
業
、
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
事
業
、
町
制
施
行
50
周
年
記

念
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　
特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
の
3
つ
の
特
別
会
計
と
水

道
、
下
水
道
の
2
つ
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
埼
玉
県
と

の
共
同
運
営
に
な
り
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

も
年
々
被
保
険
者
数
が
増
加
し
、
医

療
費
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各

保
険
と
も
、
保
健
事
業
や
医
療
費
適

正
化
事
業
に
力
を
入
れ
、
財
政
運
営

の
健
全
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
高
齢
者
の
増
加
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
が
見
込
ま

れ
、
前
年
度
よ
り
も
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
で
は
、
継

続
的
な
安
定
給
水
の
た
め
、
本
年
度

も
自
家
発
電
機
設
備
更
新
と
配
水
管

布
設
替
を
行
い
ま
す
。
下
水
道
事
業

の
主
な
事
業
は
、
中
継
ポ
ン
プ
場
の

ポ
ン
プ
更
新
を
行
い
ま
す
。

平成 30年度決算額 約 142億円

令和元年度見込額 約 137億円

令和 2 年度見込額 約 128億円

▼年度末借入金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出

▼令和元年度から
5 億 7,105 万円の
増額 ( 一般会計 )

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

過去５年間の推移

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円

１
２
０
億
２
３
９
５
万
円

１
１
８
億
円

１
１
９
億
６
８
万
９
千
円

令和 2年度　一般会計予算額

令和元年度　一般会計予算額
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特別会計予算

 借入金の状況 

令和2年度は地方道路等整備事業、小学
校施設整備事業、（仮称）令和の森公園
整備事業等における事業費の財源を確保
するため、借り入れを予定していますが、
年度末借入金残高については、令和元年
度見込額と比較し減額となっています。

120 億 2,395 万円

125 億 9,500 万円

町税（57.1％）
71 億 8,641 万 2 千円

繰越金（1.6%)
2 億円

分担金及び負担金（0.7%)
8,862 万 3千円

その他 (2.5%)
3 億 1,774 万 5千円

地方消費税交付金（8.0％）
10億 500万円

町債（4.8％）
6億 920万円

諸収入 (2.2%)
2 億 7,258 万 6千円

繰入金（4.9％）
6億 2,130 万 5千円

県支出金（6.2％）
7億 8,602 万 5千円

国庫支出金（10.4％）
13億 749万 1千円

寄附金（1.6％）
2億 61万 3千円

民生費（35.2％）
44 億 3,229 万 8 千円

総務費（15.5％）
19億 5,081 万 6千円

消防費（5.4％）
6億 8,195 万 2千円

その他（1.2％）
1億 5,392 万 9千円

諸支出金（1.6％）
2億 133万 6千円

議会費（1.0％）
1億 2,151 万 2千円

土木費（7.4％）
9億 2,825 万 1千円

衛生費（7.6％）
9億 5,224 万 1千円

公債費（12.5％）
15億 8,052 万 4千円

教育費（12.6％）
15億 9,214 万 1千円

１
２
５
億
９
５
０
０
万
円


